























































A study on the characteristics of the curriculum in Wakayama prefectural AridaChuo high school






































































































































































































































































































































































































































教 科 科 目 単位数
社会福祉基礎 4
介護福祉基礎 5
コミュニケーション技術 2
生活支援技術 9
介護過程 4
介護総合演習 3
介護実習 13
福 祉
こころとからだの理解 8
公民、数学、理科又は家庭 人間と社会に関する選択科目 4
合 計 52
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て最も多くの人が選択しているのは実務経験ルートで
ある。少子高齢化が進む現代において、福祉系の職業
とりわけ介護職の需要は高まるばかりであり、有田中
央高校においても福祉系列以外の生徒が福祉の現場に
入るという状況が増えているという。高校３年間、福
祉について様々な困難を超えて学んできた生徒と、全
く別の分野について学んできた生徒が同じ職場に勤め
る状況に、福祉担当の教員は少なからず疑問を持って
いる。福祉について学んでいないが、福祉に携わる生
徒にできることはないか、考えているところであると
いう。就職以外の約20％は進学希望で、理学療法士や
作業療法士などの専門学校、また保育関係の専門学校
を希望する生徒もいる。
５．若干の考察
5．1．教育課程における単位数の比較
有田中央高校総合学科の教育課程について、総合系
列と福祉系列について比較した。総合系列の中でも、
系列独自の科目が占める割合は異なっており、３パ
ターンある。福祉系列とあわせると４パターンある。
総合系列の中で、最も系列独自の科目が占める割合が
高いのは農業系列・進学コースと農業系列・経営コー
スであり、ともに48.8％である。これは、有田中央高
校の前身が農業高校であるということを踏まえると当
然であると言える。
福祉系列についてみると、３年間に占める系列独自
の科目の割合は52.2％であった。総合系列の中で最も
高い農業系列よりも専門教育の割合が高くなっている。
有田中央高校の前身が農業高校であったにもかかわら
ず、福祉系列の方が専門科目について学ぶ割合が高い。
福祉系列における専門教育の割合が高くなる理由とし
ては、「介護福祉士」の受験資格を得るために52単位が
必須ということが挙げられる。科目の単位数という量
的な面から見ると、福祉系列の教育課程は有田中央高
校を代表する特色の一つであると言える。
総合学科は、生徒が自由に科目を選択できるという
点が一つの特色である。しかし、実際は系列という形
式で、ある程度専門の枠組みを作っている。いわゆる
「学科」と同じ機能を持っていると言える。これは総
合学科本来の趣旨からは外れているということが指摘
できる。有田中央高校において福祉系列と農業系列に
限定されるが専門教育の割合が高くなっているという
面は、本来の総合学科の趣旨から外れているという一
方で、枠組みを作っているからこそ職業教育が充実し
ていると捉えることができる。
高校教育の目的は、学校教育法が成立した当時から、
（成立時は1947年３月31日、第50条）現在でも（2007
年６月27日改正、第50条）一貫して普通教育及び専門
教育を施すとなっている。本来であればすべての高校、
いわゆる普通高校においてさえ専門教育を施すことが
目的とされている。職業学科や専門学科はこれをさら
に強調し重点的にすることが求められており、総合学
科の設立においても職業教育や専門教育を多様に提供
することが目指されていた。これらから考えれば有田
中央高校の現状が専門教育として役割を果たしている
かを検証することは意味があると考えられる。
5．2．高校における学びと職業との結びつき
有田中央高校の卒業生の約60％の生徒が、就職とい
う進路を選択している。福祉系列に関しては、約80％
の生徒が就職を選択する。福祉系列卒業者が希望する
就職先としては、ほとんどが福祉系の職業であり、高
校３年間での学びが実際の職業選択に直結していると
言える。
実際には、実務経験を積んだ後に資格を取得する方
法が多く選択されていることからもわかるように、「介
護福祉士」は名称独占資格であるためこの資格がなく
ても介護福祉の業務に従事することができる。資格が
なくても入職できるとはいえ、高校３年間で介護福祉
について専門的に学び、「介護福祉士」の資格を取得し
介護福祉に貢献する生徒がいるという量的な面で見る
と、高校における学びと職業との結びつきはあると言
える。一方、有田中央高校福祉系列卒業で「介護福祉
士」の資格を持っている生徒と、そうではない生徒に
仕事の質の面における差はあるのかという点や、「介護
福祉士」の受験資格を得るために設けられた52単位の
教科目の実際の授業内容など、質的な面における検証
は今回行えていない。
5．3．福祉系列の定員について
有田中央高校の募集定員は、総合学科で160名の募集
であり、そのうち26名が福祉系列の最大定員である。
福祉の授業を担当する教員数や、実習系の授業に必要
な施設や設備等の条件により、福祉系列の定員は26名
が上限とされている。しかし、26名を受け入れられる
にもかかわらず、定員は充足していない。現在福祉系
列に入学してくる生徒は15名程度であるという。
考えられる理由としては２つある。一つは、高校受
験を控えている中学生に、有田中央高校の福祉系列を
周知しきれていないのではないかということである。
もう一つは、福祉系職業への入職方法の特殊性が挙げ
られる。「介護福祉士」の取得方法には３つのルートが
あり、その中でも実務経験を積んでから資格を取得す
るルートを選択する人が多いということは先に述べて
いる。つまり、高校で学ばずとも、資格を取得する方
法があるため、高校段階で意欲的に資格を取得しよう
とする生徒はごくわずかではないかということである。
６．おわりに
以上、和歌山県立有田中央高校の総合学科を対象に、
主に福祉系列の教育課程の特徴について考察を行った。
今後の課題としては、高校における専門的な学びと
職業が結びついているという点から、実際に行われて
いる授業の見学を通して質的な面においての分析、検
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討を行うということが挙げられる。また、今回は有田
中央高校のもう一つの特色と言える農業系列について
は取り上げていないため、以前行った聞き取り調査に
基づき検討を行っていきたい。
本研究は、科学研究費補助金基盤研究（B）平成
24～27年度「中等教育における職業教育改革の国際動
向」（研究課題番号：23330233 研究代表者：佐々木英
一）による研究成果の一部である。
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